
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 5 月 12 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 

 独創的な構造を持つ「超分子ラダーキラル二重らせん高分子」を申請者らの見出した手法で数

種類合成することに成功した。この高分子のみよりなる自立膜が、光により定量的な選択芳香族

環化分解を行い、しかも自立膜性を保つことを見出した。これにより『超分子ポリマー膜』の新

しい調製法、超高分子量ポリマーのミクロ構造分析法、キラルナノチャンネル超分子ポリマー自立

膜の調製法を見出した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

  A unique polymer, supramolecular ladder chiral double helical polymers were 

synthesized by our original method. An quantitative polymer reaction of the polymer 

membrane occurred and yield a supramolecular self-supporting membrane. Preparation of 

supramolecular self-supporting membrane having chiral nano-channel was realized. 
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１．研究開始当初の背景 

  本研究開始に先立ち、申請者らは以下の４

つの発見を行っていた。これをシーズに本テ

ーマを立案した。 

(1)らせん選択重合による超分子ラダーキラ

ル二重らせん高分子の合成法の発見と確立  

 (2)超分子ラダーキラル二重らせん高分子

の構造の特殊性の発見  

 (3) 超分子ラダーキラル二重らせん高分子

の性質の特徴の発見 

 (4) 膜状態の高分子反応による主鎖のみに

キラル構造を持つ自立膜の合成法の確立 

 
２．研究の目的 
(１)『キラル組織化超分子ポリマー自立膜』

の調製法の確立を行う。 

(２)『キラルナノチャンネル含有超分子ポリ

マー自立膜』を得る。 

 

３．研究の方法 
(１)「超分子ラダーキラル二重らせん高分

子」を鋳型として、『キラル組織化超分子ポ

リマー自立膜』の調製法の確立を行う。 

(２) 上記の『キラル組織化超分子ポリマー

自立膜』から、組織化した低分子を部分的に

除去することで、『キラルナノチャンネル含

有超分子ポリマー自立膜』を得る。 

 

４．研究成果 

(1) 独創的な構造を持つ「超分子ラダーキラ
ル二重らせん高分子」を申請者らの見出した

手法で数種類合成することに成功した。 

(2) (1)の高分子のみよりなる自立膜が、光に
より定量的な選択芳香族環化分解を行い、し

かも自立膜性を保つことを見出した。 
(3) (2)の方法により、超高分子量ポリマーの
ミクロ構造分析法、キラルナノチャンネル超分

子ポリマー自立膜の調製法を見出した。 
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